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平成 20 年 5 月 24 日（土）に平成 20 年度京都府臨床検査技師会定期総会を開催し、新任７名を含む 19 名

の理事、新任 1名を含む 2名の監事を選出、承認されました。新会長に綾部市立病院の今井秀一氏、副会長

には芦田英之氏（京都第二赤十字病院；再任）、白波瀬浩幸氏（京都大学医学部附属病院；再任）、石澤衛氏

（京都府立医科大学附属病院；新任）がそれぞれ選出されました。そのほか平成 19 年度事業報告・決算報告、

平成 20 年度事業計画・予算案が承認可決されました。 

平成 19 年度決算では、収入において当初予算より約 40 万の収入不足、支出においては約 180 万の超過支

出となり、経常外費用含め合計 2,567,091 円の財産減少となりました。平成 20 年度予算では、長年にわたっ

て行われた次年度会費を当年度予算執行の費用に当てる処理（前受金処理）を解消するため、積立預金より

4,921,200 円を繰り込む予算案が承認されました。厳しい財政状況であり、日臨技との共催事業の推進など

で収入増を図るとともに、各事業担当理事

の創意工夫により活発な技師会活動を継

続しながら支出の圧縮に努めなければな

りません。 

総会後に行われた市民公開講座『乳がん

の検診と最新の診断・治療 -あなたは症

状がなくても乳がんになってしまってい

るかも-』は、講師に沢井清司先生（京都

ブレストセンター沢井診療所 院長）を迎

えて開催しました。会員 47 名、非会員（賛

助会員および市民）29 名と多くの市民の参

加が得られ盛会となりました。

会長に今井氏（綾部市立病院）就任 

平成20年度京都府臨床検査技師会定期総会 

◆ 平成20年度京都府臨床検査技師会総会 

◆ 平成20年度・21年度役員紹介 

◆ 第５７回日本医学検査学会 in 北海道 

◆ 市民公開講座 乳がんの検診と最新の診断・治療 

◆ 理事会議事録（第１１回、第１２回） 

◆ 会長就任のご挨拶 
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INTORODUCTION 役員紹介 

＜会 長＞ 
今井 秀一  
綾部市立病院 
（新任） 

＜副会長＞ 
芦田 英之 
京都第二赤十字
病院 
（再任） 

＜副会長＞ 
白波瀬浩幸 
京都大学医学部
附属病院 
（再任） 

＜副会長＞ 
石澤 衛 
京都府立医科大学
附属病院 
（新任） 

＜理 事＞ 
荻野 和大 
三菱京都病院 
(再任) 

＜理 事＞ 
小澤 優 
京都保健衛生専門
学校 
（再任） 

＜理 事＞ 
佐々木由紀子 
京都城南診療所 
（再任） 

＜理 事＞ 
豊山 浩祥 
京都桂病院 
（再任） 

＜理 事＞ 
丹羽 紀美 
京都大学医学部
附属病院 
（再任） 

＜理 事＞ 
廣瀬 真理 
明治国際医療大学
附属病院 
（再任） 

＜理 事＞ 
林  孝俊 
京都民医連中央
病院 
（再任） 

＜理 事＞ 
林  雅弘 
相馬病院 
（再任） 

＜理 事＞ 
青山 絹子 
第二岡本総合病院 
（新任） 

＜理 事＞ 
高嶋 徹 
公立山城病院 
（新任） 

＜理 事＞ 
中村 和彦 
京都和光純薬
株式会社 
（新任） 

＜理 事＞ 
西川 広 
堀川病院 
（新任） 

＜理 事＞ 
早瀬 泰行 
株式会社 いかがく
（新任） 

＜理 事＞ 
藤﨑 智 
京都民医連中央
病院 
（新任） 

＜理 事＞ 
山田 宣幸 
三菱京都病院 
（新任） 

＜監 事＞ 
山口 俊朗 
京都民医連中央
病院 
（再任） 

＜監 事＞ 
江見 安一  
自宅 
（新任） 

＜日臨技理事＞ 
湯浅 宗一 
京都府立医科
大学附属病院 

＜事務局員＞ 
山方 けい子 

平成２０・２１年度 理事 
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平成２０・２１年度 研究班班長 

【生理】 
〔班長〕写真 
辻 真一朗（京都桂病院） 
〔副班長〕 
山田 宣幸（三菱京都病院） 
〔会計〕 
今川 昇（京都工場保健会） 

【一般】 
〔班長〕写真 
佐伯 仁志（ＮＨＯ京都医療センター） 
〔副班長〕 
堀岡 真人（紫野診療所） 
〔会計〕 
吉岡 あさみ（NTT 西日本京都病院） 

【血液】 
〔班長〕写真 
志賀 修一（京都大学医学部附属病院） 
〔副班長〕 
中西 加代子（京都大学医学部附属病院）
橋本 誠司（京都大学医学部附属病院） 
〔会計〕 
林 美知子（京都民医連中央病院） 

【輸血】 
〔班長〕写真 
相田 幸雄（京都南病院） 
〔副班長〕 
多気 秀和（京都第一赤十字病院） 
〔会計〕 
菱田 理恵（京都大学医学部附属病院） 

【血清】 
〔班長〕写真 
荒賀 智永（公立南丹病院 SRL 検査） 
〔副班長〕 
小寺 宏尚（姫路獨協大学） 
〔会計〕 
馬渕 葉子（自宅） 
古金 谷浩（京都府立医科大学附属病院）

【微生物】 
〔班長〕写真 
小野 保（京都第二赤十字病院） 
〔副班長〕 
小森 敏明（京都府立医科大学附属病院）
〔会計〕 
加藤 貴代子（ファルコバイオシステムズ総
合研究所） 

【病理】 
〔班長〕写真 
江口 光徳（宇治徳洲会病院） 
〔副班長〕 
礒島 喜孝（京都府立医科大学附属病院）
〔会計〕 
神崎 由佳（京都民医連中央病院） 

【細胞】 
〔班長〕写真 
林 久志（ファルコバイオシステムズ京都） 
〔副班長〕 
大上 哲也（ＮＨＯ京都医療センター） 
〔会計〕 
川邊 民昭（京都市立病院） 

【情報】 
〔班長〕写真 
増田 健太（京都大学医学部附属病院） 
〔副班長〕 
小森 敏明（京都府立医科大学附属病院）
〔会計〕 
庄司 月美（京都大学医学部附属病院） 

【北部学術】 
〔班長〕写真 
四方 学（綾部市立病院） 
〔副班長〕 
今田 尚文（市立舞鶴市民病院） 
〔会計〕 
高見 昌幸（舞鶴赤十字病院） 

【臨床化学】 
〔班長〕写真 
荻野 和大（三菱京都病院） 
〔副班長〕 
豊山 浩祥（京都桂病院） 
清井 健司（自宅） 
〔会計〕 
下川原 えり（京都南病院） 
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平成 20年度・21 年度各研究班員一覧 

役職 氏名 所属 役職 氏名 所属

班長 辻　真一朗 京都桂病院 班長 荻野　和大 三菱京都病院

副班長 山田 宣幸 三菱京都病院 副班長 豊山　浩祥 京都桂病院

会計 今川　昇 京都工場保健会 副班長 清井　健司 自宅

会計 荻野　和大 三菱京都病院 会計 下川原　えり 京都南病院

精度管理 鮎川　宏之 医仁会武田総合病院 精度管理 飯田　一博 株式会社　いかがく

精度管理 中野　敏夫 京都桂病院 精度管理 井上　弘史 京都府立医科大学附属病院

編集 堀岡　真人 葵会紫野診療所 編集 芦田　英之 京都第二赤十字病院

編集 加藤　ゆず子 京都府立医大附属病院 委員 林　孝俊 京都民医連中央病院

委員 西村　和司 日本医学臨床検査研究所 委員 小金谷　浩 京都大学医学部附属病院

委員 元田　博子 京都大学医学部附属病院 アドバイザー 藤本　一満 ファルコバイオシステムズ総合研究所

委員 米沢　英伸 京都民医連中央病院 委員 石澤　衛 京都府立医科大学附属病院

委員 隄　りえ 医仁会武田総合病院 委員 後藤　直樹 京都保健衛生専門学校

委員 松田　浩明 医仁会武田総合病院

委員 野口　幸彦 三菱京都病院 役職 氏名 所属

委員 松本　愛 京都桂病院 班長 江口　光徳 宇治徳洲会病院

委員 北野　友美 京都第二赤十字病院 副班長 礒島　喜孝 京都府立医科大学附属病院

委員 瀬元　健太郎 京都保健衛生専門学校 会計 神崎　由佳 京都民医連中央病院

委員 米田　智也 京都大学医学部附属病院 編集 三宅　秀一 京都市立病院

精度管理 川村　敏文 京都府立医科大学病理学教室

役職 氏名 所属 委員 芦田　英之 京都第二赤十字病院

班長 佐伯　仁志 国立病院機構　京都医療センター 委員 久保　義則 京都第一赤十字病院

副班長 堀岡　真人 紫野診療所 委員 長谷川　和彦 京都桂病院

精度管理 山路　順子 京都大学医学部附属病院 委員 畠中　名津子 明治国際医療大学附属病院

会計 吉岡　あさみ NTT西日本京都病院 委員 林　孝俊 京都民医連中央病院

編集 城戸　孝夫 国立病院機構　京都医療センター 委員 真下　照子 京都第二赤十字病院

委員 土井　翼 三菱京都病院

委員 徳永　しほみ 宇多野病院内　ファルコバイオシステムズ　検査室 役職 氏名 所属

班長 林　久志 ファルコバイオシステムズ京都

役職 氏名 所属 副班長 大上　哲也 国立病院機構京都医療センター

班長 志賀　修一 京都大学医学部附属病院 会計 川邊　民昭 京都市立病院

副班長 中西　加代子 京都大学医学部附属病院 編集 名嘉　正勝 国立病院機構南京都病院

副班長 橋本　誠司 京都大学医学部附属病院 精度管理 小山　賢 京都桂病院

会計 林　美知子 京都民医連中央病院 委員 中沢　孝夫 （株）日本セルネット

精度管理 土田　幸生 国立病院機構　京都医療センター 委員 丸山　直樹 （株）いかがく

編集 宇田　真也 いかがく 委員 豊山　浩祥 京都桂病院

委員 由木　洋一 京都府立医大附属病院 委員 片岡　恵美 京都第一赤十字病院

委員 奥野　昌三 京都第二赤十字病院 委員 宇都宮　裕子 京都民医連中央病院

委員 高木　直美 済生会京都府病院 委員 谷村　満知子 （株）ジェ・シ・アル

委員 津知　光博 京都大学医学部附属病院 委員 奥田　崇 京都府立医科大学病理学教室

委員 佐野　純子 京都微生物研究所

委員 村上　典子 京都市立病院 役職 氏名 所属

委員 平川　正貴 京都第二赤十字病院 班長 小野 保 京都第二赤十字病院

委員 加藤　香代子 京都桂病院 副班長 小森 敏明 京都府立医大附属病院

委員 尾松　久美 市立福知山市民病院SRL検査室 会計 加藤 貴代子 ファルコバイオシステムズ総合研究所

編集 林 彰彦 京都市立病院

役職 氏名 所属 精度管理 高橋 裕治 （株）いかがく

班長 相田　幸雄 京都南病院 精度管理 棚村 一彦 洛和会音羽病院

副班長・生涯教育 多気　秀和 京都第一赤十字病院 委員 伊豫田 龍治 （株）いかがく

編集 小黒　博之 自宅 委員 河合 示枝古 （株）いかがく

精度管理 原　　健介 亀岡市立病院 委員 古川 弘 日本医学臨床検査研究所

会計 菱田　理恵 京都大学医学部附属病院 委員 山田 幸司 京都府立医大附属病院

委員 小坂　明 久野病院 委員 成田 弓子 国立病院機構　京都医療センター

委員 相良　郁夫 京都保健衛生専門学校 委員 足立 睦宏 日本医学臨床検査研究所

委員 青山　絹子 第二岡本総合病院 委員 田中 裕人 ファルコバイオシステムズ総合研究所

委員 出春　美佳 （株）いかがく 委員 樋口 武史 京都大学医学部附属病院

委員 万木　紀美子 京都大学医学部附属病院

委員 山田　憲幸 （株）いかがく 役職 氏名 所属

顧問 佐治　博夫 HLA研究所 班長 増田 健太 京都大学医学部附属病院

顧問 吉田　久博 明治薬科大学 副班長 小森 敏明 京都府立医科大学附属病院

会計 庄司 月美 京都大学医学部附属病院

役職 氏名 所属 編集 芦田 英之 京都第二赤十字病院

班長 荒賀　智永 公立南丹病院　ＳＲＬ検査 委員 湯浅 宗一 京都府立医科大学附属病院

副班長 小寺　宏尚 姫路獨協大学 委員 白波瀬 浩幸 京都大学医学部附属病院

会計 馬渕　葉子 自宅 委員 林 孝俊 京都民医連中央病院病理課

会計 古金谷　浩 京都大学医学部附属病院 委員 芦田 尚子 自宅

編集 塩貝国男 京都桂病院 委員 丹羽 紀実 京都大学医学部附属病院

編集 隆杉　尚志 （株）いかがく 委員 荻野 和大 三菱京都病院

精度管理 松浦　真人 京都市立病院 委員 桐明 直美 京都保健衛生専門学校

精度管理 荒賀　智永 公立南丹病院　ＳＲＬ検査

委員 大西　重樹 京都市立病院 役職 氏名 所属

委員 三嘴　隆一 大津赤十字病院 班長 四方学 綾部市立病院

委員 小阪　明 久野病院 副班長 今田尚文 市立舞鶴市民病院

委員 相良　郁夫 京都保健衛生専門学校 会計 高見昌幸 舞鶴赤十字病院

委員 渡邊　武 自宅 委員 尾松久美 市立福知山市民病院SRL検査室

委員 藤原義孝 市立福知山市民病院

委員 滝本寿史 綾部市立病院

委員 村上育子 舞鶴共済病院

委員 小畑義規 舞鶴共済病院

委員 内藤雄治 丹後中央病院

委員 中南洋 府立与謝の海病院

委員 藤原信雄 京丹後市立弥栄病院

委員 余田武志 市立福知山市民病院SRL検査室

微生物研究班

北部学術研究班

生理研究班 臨床化学研究班

病理研究班

細胞研究班

一般検査研究班

情報システム研究班

血液研究班

輸血検査研究班

免疫血清研究班
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河田尚子（舞鶴共済病院） 

 
2008 年 5 月 30 日～31 日にかけて、札幌市にて第

57回日本医学検査学会が開催されました。有料参加者
数は 3074名、招待者も合わせると 3500名を超える参
加がありました。遠方での開催はこれが最後とあって

か、一般演題の申し込みは 740題にものぼりました。 
本学会のテーマは「道 Frontier Spiritをふたたび」。

先人の開拓者精神を受け継いだ北海道技師会の方々の

意気込み溢れる学会でした。メイン会場の札幌コンベ

ンションセンターは中央がガラス張りの吹き抜けで、

開放感溢れるとても素敵な会場でした。ポスター発表

や機器展示会場のあるアクセスサッポロまでは車で

20 分の距離でしたが、10 分間隔でシャトルバスが運
行されており、移動にはさほど困りませんでした。 

招待講演は、かの有名な旭山動物園の小菅園長をお

招きし、楽しいお話からためになるお話まで存分に聞

かせていただきました。また、パネルディスカッショ

ンやシンポジウム、教育講演はどれも興味ある内容で、

何を聞こうか迷ってしまいました。口演では素晴らし

い発表が数多くされていましたが、内容が完璧だった

のか、はたまた大きなホールに圧倒されてか、質疑応

答はおとなしめで少し寂しい印象を受けました。ポス

ター会場は本会場とかなり離れているにもかかわらず

多くの人で賑わっていました。ポスターは準備が大変

ですが、好きな時間にゆっくり見られるといった利点

があり、皆さんカメラやメモを片手に勉強されていま

した。 
展示会場には沢山の機器が並べられ、最新機器の情

報を求めて沢山の人が集まってい

ました。お土産コーナーのすみには

アウディーの新車が展示されてお

り、誰が買うの？？と思いつつ美し

いフォルムに見とれてしまいました。ここぞとばかり

にシートに座り、オーナー気分を味わう人も多かった

ようです。 
昼間は学会に参加し、しっかりお勉強。夜はすすき

のに繰り出しどんちゃん騒ぎ！といった人も多かった

のではないでしょうか。札幌ではジンギスカンにラー

メン、近郊の小樽では海の幸に舌鼓！ホクホクのじゃ

がバターにアスパラ、ほっけや紅鮭、本物のししゃも

もとてもおいしかったです！（幻の鮭、ケイジは一匹

9万 8千円、にぎり一貫 2千円で、とてもお口には入
りませんでしたが・・・）十勝ワインや富良野ワイン

をいただいて、デザートは夕張メロン♪北海道はとて

もおいしい所でした（笑） 
しかし、さすがは北海道。もう 6月になるというの
に札幌の夜は肌寒く、薄手のコートが手放せませんで

した。おまけに日曜日は風雨に見舞われ、観光を予定

していた方には少し残念なお天気でした。 
なんだか本題から外れてしまいましたが、第 57 回

日本医学検査学会は盛況に終わりました。やはり学会

に参加すると刺激を受けます。本学会で得たことを職

場に持ち帰り、日々のルーチンに生かしていきたいと

思います。 
スタッフの皆様、また参加された技師会員の皆様お

疲れさまでした。

REPORT 学会参加記 
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日臨技共催 市民公開講演 

「乳がんの検診と最新の診断・治療」 

～あなたは乳がんになってしまっているかも～ 
 

平成 20 年 5 月 24 日（土）京都アスニーにおいて京臨技

定期総会に引き続き市民公開講座『乳がんの検診と最新の

診断・治療 -あなたは症状がなくても乳がんになってし

まっているかも-』共催：日本臨床検査技師会が開催され

ました。講師に沢井清司先生（京都ブレストセンター沢井

診療所 院長）を迎えて、会員 47 名、非会員（賛助会員

および市民）29 名と多くの市民が参加されました。 

講演のはじめに参加者全員が乳がんについてのクイズ

形式の問題を解くことからはじまり、参加者はクイズの正

解を聞きながら乳癌についての知識を深めていくことが

できました。胃がんや子宮がんは、この３０年の間に減少し続けているのに対して乳がんは３倍の増加となり、

３０歳代、４０歳代、５０歳代のがんの種類別死亡率でも１位となっています。これらの原因として結婚・出産

の高年齢化、結婚しない女性の増加、母乳を与えない女性の増加、中年以降の肥満などが考えられるそうです。

また乳癌発見率の高いマンモグラフィや超音波検査の受診率が欧米では７０％～８０％であるのに日本では１

２％と極めて低率であることが乳がんの早期発見を妨げています。今後いかにしてマンモグラフィや超音波検査

による検診受診者を増やし早期発見から治療へ繋げるかが大きなポイントになります。 

乳がんの組織診断については、切らずに診断する方法として穿刺吸引細胞診（ＦＮＡ）と針生検（ＣＮＢ）に

ついてご講演いただきました。この２法の違いは、採取手技：ＦＮＡ－比較的容易、ＣＮＢ－技術を要する。確

実性：ＦＮＡ－材料不足率高い、ＣＮＢ－組織採取率高い。診断の評価：ＦＮＡ－最終診断でない、ＣＮＢ：乳

がん診断。適応：ＦＮＡ－良性腫瘍、ＣＮＢ－乳がん診断となります。 

乳がんの治療では治療率の向上のために初期治療としてハーセプチンの補助療法への導入とセンチネルリン

パ節生検の適応拡大。再発後治療としてハーセプチンと抗がん剤の併用が最近の治療方法とのことでした。 

最後に京都ブレストセンター沢井診療所では患者さんの要望に答えるためにオーダーメード手術を実施され

ています。その手順は細胞診の結果で乳がんと診断された

場合は、進行度を説明する前に乳切か温存かどちらを希望

するかを聞く。その後、進行度を説明し患者さんの希望に

沿うためには、どんな方法があるのかを説明しＩＣ（説明

と合意）成立を目指すというものでした。短時間の中で乳

がんの現状から診断、治療までをわかりやすくご講演いた

だき、市民の方々にも早期発見のためのマンモグラフィや

超音波検査の重要性を理解していただけた事と思います。 

  

報告者 京都保健衛生専門学校 小澤 優 

REPORT 市民公開講座 
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沢井先生講演会資料を掲載 

 

１．日本女性が一番かかりやすいがんはどれか？ 
‒ ①番：乳がん 
‒ ②番：胃がん 
‒ ③番：子宮がん 

 
２．今から３０年前、日本で 1年間に新たに乳がんにかかる女性は 1万 4千人でした。今年、
乳がんにかかる女性は何人でしょう？ 
‒ ①番：約 1.5倍の 2万人 
‒ ②番：約 2倍の 2万 8千人 
‒ ③番：約 3倍の 4万人 

 
３．乳がんがどんどん増えると 10年後日本女性何人に１人が乳がんになるでしょうか？ 

‒ ①番：１０人に 1人 
‒ ②番：２０人に 1人 
‒ ③番：３０人に 1人 

 
４．乳がん一番罹りやすいのは何歳くらいの女性でしょうか？ 

‒ ①番：３０歳 
‒ ②番：５０歳 
‒ ③番：６０歳 

 
５．次にことを実行すれば乳がんにはなりません 

‒ ①18才までに出産して、1年以上母乳のみで育てる 
‒ ②28才までに出産して、1年以上母乳のみで育てる 
‒ ③38才までは、結婚せず出産もしない 

 
６．マンモグラフィ検診を受けたら、視触診(ドクターの診察)と比べて何倍の乳がんが見つか
るでしょう 
‒ ①１倍(同じ) 
‒ ②２倍 
‒ ③３倍 

 
 
 

正解 １：① ２：① ３：② ４：② ５：① ６：③ 

乳がんを早く見つけるクイズ 
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平成１９年度第１１回定例理事会議事録 
 

日 時 ： 平成２０年４月１０日（木）18:30～20:30 
場 所 ： 川端丸太町事務所 
議 長 ： 湯浅宗一 
書 記 ： 今田 
議事録署名人：湯浅、芦田 
 
出席顧問：田畑 
出席監事：清井 
出席理事：湯浅、今井、白波瀬、芦田、石澤、今田、江見、 

大田、荻野、佐々木、白井、丹羽、廣瀬、豊山 
欠席理事：小原、林雅弘、若栗 
委任状出席：小澤、林孝俊 
 
【報告事項】 
◎湯浅会長 
○ 日臨技関係：3月 29日(土) 日臨技総会 於 東京グリー
ンパレス 

○ 近臨技関係：4月 9日(水) 会長会議 於 大臨技事務所 
○ 京臨技関係： 
・ 3月 26日(水) 学会場下見 於 みやこめっせ（今井副会
長・白波瀬副会長同行） 

・ 4月 3日(木) 微生物研究斑全国研修会打ち合わせ 於：京
都保健衛生専門学校 

・ 京臨技顧問について 医師会（湯浅より）、京都私立病院協

会（小澤より）に現在推薦依頼中 
 
◎白波瀬副会長 
３月２９日（土）平成１９年度第２回日臨技定期総会（東京

グリーンパレス） 
近畿地区代表の資格審査委員兼議事録運営委員として出席 

 
◎芦田副会長 
４月９日（水）京都保健衛生専門学校入学式出席（京都アス

ニー） 
 
◎小澤総務部長 
・ 会員宛発送物：４月行事予定は２１日、月曜日の発送にな

ります。 
・ 北海道学会ツアーの申し込み期限が４月末であり参加者は

小澤理事まで。 
 
◎林雅弘理事 
定期総会の準備は順調に進んでいます。 

 
◎豊山理事 
４月８日第 43回京都病院学会 第 3回実行委員会出席 

 

◎江見理事 
４月９日現在の会員数：９４５名（新・再入会３４名含む） 

 
◎清井監事 
検査室訪問記事のホームページ掲載へ 
北部勉強会のようなシステムを南部地域でも立ち上げて欲し

い。 
 
【承認議案】 
京臨技ＨＰへのリンク相互依頼の件（メーリングでは承認済

みです）芦田 ＜京都私立病院協会、京都府放射線技師会＞ 
 
【検討議案】 
1. 総会準備・当日役割 林雅弘 （承認） 
総合司会：林雅弘 
受付：佐々木、林孝俊、広瀬 
議長：西畑 
記念講演会：白波瀬 
会場設営：全理事 
 

2. ２０年度京臨技新理事候補、役員体制案 湯浅 
・ 役員推薦委員会を開催し、新役員の理事と監事の決定を行

う （承認） 
・ 理事の役割分担については次回理事会で具体的な案を提示

したい（継続審議） 
データ共有化事業推進委員会、第４９回近畿臨床検査学会準

備運営委員会を立ち上げたい。 
京臨技公益法人化準備委員会の選出は次年度の新理事決定後

選出を行う。 
・ 近臨技理事：今井、白波瀬、芦田、荻野、石澤 （承認） 
 
３．継続議題：チーム医療担当理事について （継続審議） 
実際にチーム医療を携わっている理事または新理事で調整 

 
４．京都私立病院協会パソコン講座の共催について （承認） 
京臨技会員の会費については京都私立病院協会と調整し検討 

 
５．Ｈ２１年度近畿学会の会場決定について （承認） 
会場：京都市勧業館みやこめっせ 地下１階 

 
６．日本臨床寄生虫学会広報依頼について （承認） 
京臨技会員に学会案内配布と京臨技のホームページに掲載す

る 
 

次回理事会 日程：５月１５日（木） 
会場：京都保健衛生専門学校 
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平成１９年度第１２回定例理事会
 
日 時 ： 平成２０年５月１５日（木）18:30～20:30 
場 所 ： 京都保健衛生専門学校 大会議室 
議 長 ： 湯浅宗一 
書 記 ： 小澤  議事録署名人：湯浅、石澤 
 
出席顧問：田畑 
出席監事：清井 
出席理事：湯浅、今井、芦田、今田、江見、大田、荻野、小澤、

佐々木、白井、丹羽、廣瀬、豊山 
欠席理事：小原、若栗 
委任状出席：白波瀬、石澤、林孝俊、林雅弘 
 
【報告事項】 
◎湯浅会長報告 
○ 日臨技関係 
平成 20年 4月 18日 
第 1回理事会 新体制のスタート(詳細は会報 JAMT No5) 
常務理事 11名 
地区担当理事 8名 近畿地区：森嶋祥之 
国際事業部を担当 第 3回 AAMLS学会開催 於：横浜 
平成 20年度に定款改訂を行い公益法人申請 
公益事業を日臨技と共催で 
日臨技 理事会日程 
第 1回 平成 20年 4月 18日(金) 
第 2回 平成 20年６月 21日(土) 
第 3回 平成 20年 7月 12日(土) 
第 4回 平成 20年 9月 6日(土) 
第 5回 平成 20年 11月 8日(土) 
第 6回 平成 21年 1月 24日(土) 
第 7回 平成 21年 3月 14日(土) 

○ 近臨技関係 なし 
○ 京臨技関係  
・ ４月２３日（水） 事業・会計監査立ち会い；京都保健衛

生専門学校 
・ ４月２８日（月） 平成２０年度予算案作成会議；京都保

健衛生専門学校 
・ 役員推薦委員会より新理事７名と新監事１名に就任をお願

いし、全員から承諾を得ました 
 
◎白波瀬副会長報告 
・ 会報（No.25）発行 
・ ４月２３日（水）事業・会計監査立ち会い；京都保健衛生

専門学校 
・ ４月２８日（月）平成２０年度予算案作成会議；京都保健

衛生専門学校３月２９日（土） 
 
◎小澤総務部長報告  
・ 京臨技会誌精度管理号に落丁がありました。追加ページを

各施設宛に６月発送物に同封して送りました。全会員への

周知としてはＨＰ掲載で対応します。 
・ 5月 14日定期総会議案書発送完了 
 
◎豊山理事報告 
・ 5/13 第 43回京都病院学会 第 4回実行委員会出席 
 
【委嘱・承認議案】 
・ 京都府より京都府精度管理調査委員について佐々木理事継

続就任の打診 承認 
・ 第 35回くらしと健康展第 1回実行委員会 5月 28日（水）

２：３０医師会館 
・ 会員関連  正会員数 945名（5月 15日現在） 新入会員 

45名、仮会員 65名（承認） 
・ 臨床検査技師連盟連絡責任者推薦依頼について（承認） 
引き続き芦田副会長を推薦する 

 
【検討議案】 
１．定期総会について 小澤 （承認） 
委任状提出数４７６  ＊会員数に過半数を超えており総会

成立となる。 
当日役割 議長：社会保険京都病院西畑さん了解済み。 
班長への出席確認：事務局より研究班長へ連絡する。 
議案書にページの重複、誤りがあるので総会当日訂正を出席

者に渡す。 
１９年度決算報告概要：丹羽理事より説明してもらう。 
２０年度予算概要：今井、丹羽より説明してもらう。 
公開講演会：予定通り実施。 
新旧役員懇親会 参加費：3000円  会場：亥の盛 

 
２．２０年度京臨技役員体制案 湯浅 （承認） 

6月 13日 編成会議を開催し体制を決めたい。 
 
３．近畿学会開催準備（継続） 
４８回（兵庫）近畿学会直前学会視察について。（宿泊者数確

認のため）。近畿理事５名のほか日臨技湯浅、京臨技理事、研

究班長は基本的に出席してもらうように要請する。 
学術委員会の開催について：20年度第 1回京臨技理事会の前
に開催してもらうことで決定 
 
４．日臨技地区短信執筆依頼 白波瀬  
新副会長の石澤に打診 

 
５．臨床検査医学研究振興基金より研究奨励金授与候補者、藤

田光一郎賞の候補者推薦依頼 
書類提出締め切り ６月２０日 
候補者があれば事務局まで連絡してください。 

次回理事会 日程：６月１９日（木） 
会場：京臨技川端丸太町事務所 
時間：18:30～20:00
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会長就任のご挨拶 
（社）京都府臨床検査技師会会長 今井秀一 

 
このたび京都府臨床検査技師会会長に就任しました綾部市立病院の今井です。 
去る５月２４日京都アスニーで開催されました平成 20年度定期総会において私を含
め１９名の理事が承認を受け役員に就任いたしました。京臨技は昭和 27（1952）年に
京都府衛生検査技術者協会として産声をあげました。私は 1951年生まれですので、翌
年に技師会が発足したことになります。それから 12 年後の昭和 39（1964）年京都府
衛生検査技師会と改称され、全国の技師会が法人化されたのを契機に昭和 60（1985）
年に社団法人京都府臨床衛生検査技師会と名称変更されました。平成 17（2006）年に
は社団法人京都府臨床検査技師会と改名して現在に至ります。会長は伊佐治蔵先生（京

大病院）が初代会長に就任されて以来、この私でちょうど２０代目を数えるそうです。

諸先輩方が築いてこられた、歴史ある京臨技の会長としての重責を担うことができる

か大変不安ですが精一杯努めて参ります。 
 医療情勢は「後期高齢者医療制度」に代表されるように色々な問題が噴出しており、

我々の仕事である臨床検査の領域も先行き不透明です。しかし臨床検査が現在医療の

精度を高め、医療のエビデンスとなっていることは事実であります。この検査を担う

のが言うまでもなく「臨床検査技師」であります。原点に返り考えると、臨床検査技

師の生命線は知識に裏付けされた検査技術の提供です。技師会は臨床検査技師が知識

の習得や情報交換の為に組織された職能団体ですから、会員皆様の組織です。技師会

に入っていて「良かった」「役立った」「あんなことが解った」と思って頂けるような

技師会活動でありたいと考えます。そのためにも活動の主軸を学術活動におき、有益

な講演会や研修会、技術講習会を各研究班の方々に開催していただき、多くの会員の

皆様に参加頂きたいと思います。このことが、会員数を増やすことにつながり、結果

的に臨床検査技師の地位向上となります。目標は、あと 50名増やし 1,000名にするこ
とです。 
 大きな事業としては、来年の 11 月に第 49 回近畿医学検査学会を担当いたします。
どうか、皆様の「知恵と力」を結集し成功に導いて頂きたい。会場は岡崎の『京都市

勧館 みやこめっせ』で開催予定です。この他に公益法人取得に向けた取り組みやデ

ータ共有化事業が重要な課題です。 
 5月 30日に第５７回医学検査学会が開催され、会長の初仕事として総会に代議員と
して参加してまいりました。その学会の記念講演で旭山動物園の園長小菅正夫先生の

講演を拝聴してきました。今にも閉園寸前の動物園から、どのようにして活気を取り

戻すことが出来たのかを熱く述べられていました。活気を取り戻した原点は動物園に

足を運ぶ「お客さまの心」を読むこと、つまり「相手の立場で考える」これが動物園

を甦らせたそうです。 
 私も今一度原点に立ち返り、何が足らないのか見つめ直し、京臨技の更なる発展の

ため一生懸命努力する所存です。皆様のご協力をお願いします。 

 
 


